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経営発達支援事業の評価結果について、次のとおり報告します。 

 

項目 商工会 

評価 

委員会 

評価 

商工会コメント 

目標 

 

B A 

アフターコロナ・ウィズコロナ対策支援事業

を中心に、当商工会の経営発達支援事業と絡め

ながら、個社が多様な視点で取り組む事業実現

に繋がる支援を中心に実施。その他、事業環境

変化や各種制度改正に対応した支援を実施。 

おおむね伴走型小規模事業支援推進事業を

通して全般的な計画の実施は出来ているが、目

標に対する支援事業の内容や効果について改

善が必要である。 

a 地域の経済動向

調査に関すること 

A Ｓ 

四半期毎に市内企業の景況を調査。（年４回） 

昨年と同じサンプル数（２３事業所）で継続実施。 

本調査により売上高や経常利益だけでなく、ウ

ィズコロナへの対応、原油高騰等に起因する物価

高騰の影響、設備投資の状況も把握でき、事業計

画策定支援や個別フォローアップに繋げられた。 

b 経営状況の分析

に関すること 

B B 

確定申告データ、ＭＡ１（旧ネットｄｅ記

帳）、マル経融資推薦書などの財務データを主

に活用した経営分析を実施。 

巡回指導件数、講習会の参加事業者数、経営

分析事業所数が目標数値に対し未達成のため、

巡回指導体制の整備に加え、セミナーの開催内

容や周知方法について見直し、経営分析事業所

数の増加に向けた改善が必要である。 

※評価委員会の評価としては、巡回指導だけで

なく窓口相談やメール、ＳＮＳ、電話等での相

談対応も指導件数の実績として評価。 



c 事業計画策定支

援に関すること 

B B 

巡回窓口相談やＭＡ１（旧ネットｄｅ記帳）

等の財務データ等の活用による、各種補助金や公

的支援策の活用支援、事業計画策定支援を実施。 

事業計画策定件数は目標数値から未達となりま

したが、「ものづくり補助金」や「事業承継・引

継補助金」など幅広い申請を支援。 

『事業承継』については、相談内容が事業所に

より異なることから、個別相談会として実施した

為、参加事業者数が目標数値から未達となりまし

たが、事業承継引継ぎ支援センターと連携し、事

業所の課題解決に繫がる支援を実施できた。 

『事業計画策定セミナー』については、昨年度

好評であったセミナー内で事業計画作成に着手

できるセミナーを今年度も開催。参加事業者数が

目標数値から未達であることから、周知方法や開

催時期など再検討が必要である。 

『創業セミナー』では、３２名の受講者のうち

１７名が姶良市の方の参加であり、そのうち１３

名認定創業者となった。 

d 事業計画策定後

の実施支援に関す

ること 

B A 

補助金申請者に伴う補助事業の進捗状況や

実績報告に関するフォロー件数等は増加した。 

各種補助金申請を行った事業所を中心に、伴

走型小規模事業者支援事業による「専門家との

フォローアップ」を実施し、計画策定後からの

現状分析や問題解決に向けた個別指導を実施。 

フォローアップによる売上１０％以上の増

加事業所数、利益率３％以上の増加事業所数は

目標に対し達成しておりますが、フォローアッ

プ事業者数、フォローアップ回数が未達である

ため、改善が必要である。 

e 需要動向調査に

関すること 

C A 

第２期経営発達支援事業計画から、アンケー

トの趣旨を大きく変更し、『あいらブランド』

の商品開発に繋げる消費者アンケートを実施。 

これまでのアンケート結果については、姶良

市商工会ＨＰへ掲載しており、巡回指導等でも

活用しております。今年度は現在調査中。 



f 新たな需要の開

拓に寄与する事業

に関すること 

B A 

・新商品や新サービスの開発、出展支援 

農商工連携については、姶良市の特産品「は

だか麦」を活用した商品開発や「きくらげ」の

販売支援に取り組みを実施。 

「はだか麦」商品については「商工会こだわ

り逸品フェア」ならびに「かご市あいらフェア」

での販売支援を実施。 

さつま縫房様（会員事業所）においては、

2023 かごしまの新特産品コンクールにて、姶

良市の特産品「はだか麦」を活用した「薩郷が

ね」が食品部門「奨励賞」を受賞。 

海鮮七海様（会員事業所）も「薩摩海鮮ミル

フィーユ」が食品部門「奨励賞」を受賞。 

(株)てんげん様（会員事業所）も「きんごき

んご火山白土洗顔用クリームソープ」が工芸・

生活用品部門「鹿児島県貿易協会会長賞」を受

賞。 

商品開発については新たな商材の掘り起こ

しを含め、継続実施する必要がある。 

「ブランディングセミナー」を実施。県内外

の出展支援と商品力向上を目的に「食品表示」

をテーマに講習会を実施。しかし参加事業者が

目標よりも少ない結果となったため、開催内容

について再検討が必要である。 

県外（東京都・大阪府・福岡県）の商談会出

展や県内（逸品フェア・かご市フェア等）催事

出展については、出展前の計画策定、現場での

レイアウト指導、終了後のフィードバックまで

と一連の流れで指導・支援を実施した。 

g 地域経済活性化

に資する取組 

B A 

地域の各団体で構成される地域活性化委員

会を３回の計画のうち１回開催。２回目は２月

下旬に実施予定。 

伴走型事業の実施状況や地域事業発展につ

いての意見交換も実施。今後の姶良市の展望等

について協議した。 

 

 

 

 



h 支援ノウハウ等

の情報交換 

A A 

金融懇談会（１２月）、毎月１回の商工観光

課との定例会、毎週火曜日の指導員定例会（２

週間に１回は支援員を含め）を実施。 

特に金融懇談会では、姶良市内の金融機関と

意見交換を行い、「アフターコロナにおける小

規模事業者金融支援の現状、後の取り組み支援

等」など支援ノウハウ等の情報交換に務めた。 

i 指導員の資質向

上 A A 

県商工会連合会、中小企業大学校が実施する

支援担当者研修会参加。専門的知識を習得し、

小規模事業者支援に係る資質向上を図った。 

全体報告（総合評

価） 

B A 

目標に対しての未達事項の項目があるもの

の、アフターコロナ・ウィズコロナに重点を置

いた個社支援や巡回窓口相談をベースに、伴走

型支援を実施できた。 

講習会については、開催時期やテーマなどの

内容を再検討し、参加事業者数の増加に向けた

改善が必要である。 

今後も生産性向上や物価高騰対策、働き方改

革などのあらゆる事業環境変化、各種制度改正

などに対応した経営改善に重点を置き、セミナ

ーや事業等の実施を再検討し、更なる伴走型支

援に取り組む。 

今年度、第２期の経営発達支援計画の４年目

でありますが、指導員同士での情報共有や支援

体制の強化も必要である。また各指導員が取り

組んだ、創業関係、経営革新関係、各種補助金

関係の案件について、他事業所支援の場でも活

かされるので、共有を図り支援の質を高める。 

経営発達支援計画の遂行については、商工会

役員からの理解をさらに高め、商工会全体の組

織として取り組める体制を確立する。 

※評価の目安 S：目標水準を 100%以上達成した。 

A：目標水準を 80％以上達成した。 

       B：目標水準を 70％以上達成した。 

       C：目標水準を 30％以上達成した。 

       D：目標水準の達成度はそれ以下であった。 

 


